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追 悼　

岩宮 浩 名誉会員　を偲ぶ	
岸　道郎

岩宮さんは、鶴見精機を世界の鶴見精機に育てた経

営者であるだけでなく、創生期の海洋学会を物心両面

から支えてくださった、海洋学会にとっては忘れては

ならない恩人でもあります。私などは、岩宮さんの世

代からみたら「若手」であって、ここで「追悼文」を

書くような深いおつきあいをしたわけではないのです

が、岩宮さんの世代の海洋学会員はほとんど故人とな

られてしまっているので、私が書かせていただくこと

になりました。海洋学会の創生期に、金銭面で全面的に

支えてくださった岩宮さん、学会誌の発行の初期を支え

てくださった小山さん、このお二人は私の父をご存じで

した。父の少し下の世代の方々で、父が経済界で「偉そ

うにしていた」（事実、偉かったのですが…）のをよくご

存じで、その息子、ということでかわいがっていただき

ました。最近は、学会会場でお目にかかると、岩宮さん

のお相手をする年配者がいらっしゃらなくなったことも
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はじめに
日本海洋学会会員の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上

げます。日本海洋学会では、1973 年の総会決議「海洋環境問題に
関する声明」以来、海洋環境問題委員会を中心に、海洋環境の保全
に関する研究や提言活動を展開してきました。またその一環とし
て、長年にわたり海洋研究者の立場から沿岸海洋環境問題に取り組
んでこられた宇野木早苗名誉会員のご寄付を受け、海洋環境保全に
関連する教育・啓発活動を対象とした「日本海洋学会青い海助成事
業」（以下、本助成）を行っております。このたび 2015 年度事業の
募集を行いますので、皆様の積極的な応募を期待します。

2014 年度までは、応募期間を限定して募集しておりましたが、
今年度は随時受け付けます。採択件数を問わず、総額が事業予算額

（60 万円）に達し次第終了します。

１．事業の目的および募集テーマ
本助成では、1皆様の日頃の研究成果を広く社会に紹介し還元

する活動（アウトリーチ活動）と、2皆様の専門性を生かした環境
問題に関する教育・啓発活動、およびこれに準ずる活動を対象と
して助成を行い、「日本海洋学会」による社会貢献の促進と、学
会員の皆様の研究成果を具体的な社会的業績として評価していた
だくための枠組み作りの一助となることを目的として実施しま
す。

例　◦�学術活動（研究会、シンポジウム、ワークショップ等
の開催）

◦�社会への教育・啓発活動等（講演会、小中学生対象の
サマープログラムの開催等）

過去の採択テーマの報告書は、学会右段では「ウェブページ」
最下段の「青い海助成事業」のリンクからご覧になれます。な
お、これらの例にこだわらず、皆さまからのアイデアによる新規
の活動提案をお待ちしています。

２．応募資格
日本海洋学会の会員（個人・団体）および会員が参加する団体。

３．選考方法
応募された研究助成申請書は、海洋環境委員会において予備審

査を行い、幹事会での審議を経て決定します。

４．研究助成額
助成総額および１件当たりの助成上限は 60 万円とします。応

募された申請書を審査の上、助成額を決定します。

５．実施期間
本助成を受けた事業は 2016 年 2 月末日に終了することとしま

す。ただし事業内容によっては 2017 年 2 月末日まで延長可能で
す。延長を希望する場合は申請時に理由を添えてその旨を記載し
て下さい。なお実施期間の長短を審査の対象とすることはありま
せん。

６．採択後の責務
1�事業の終了後 1 ヶ月以内に会計報告を含む成果報告書を日本

海洋学会に提出して下さい。報告書の書式等については採択決
定後に改めて通知いたします。成果報告書の内容は、日本海洋
学会ニュースレターおよび日本海洋学会の「ホームページ」に
掲載します。

2�本助成を受けた活動に関連した案内あるいは出版物・印刷物に
は「平成 27 年度日本海洋学会青い海助成事業の助成を受けて
いる」ことを明記して下さい。

3�本助成を受けた活動に関わる個別のイベントや集会等につい
て、開催案内、ポスターあるいはプログラム等の事前提出をお
願いします。また、開催後に参加者数などの基本情報を簡単に
まとめた記事、写真等の提出を求めることがあります。これら
は日本海洋学会ニュースレターおよび日本海洋学会の「ホーム
ページ」に掲載します。

4�成果報告書提出のほかに、海洋学会研究発表大会（以下、大会）
でのポスター展示等による報告を行うことを推奨いたします。
なお、大会での報告は事業実施期間中でも終了後でも可能で
す。

７．応募方法
後掲の申請書記入事項に従って申請書を作成し、日本海洋学

会事務局まで提出して下さい。申請フォームを用意しておりま
すのでご利用ください。電子ファイルによる申請の場合は MS-
WORD、PDF 等の一般的ファイル形式でお送り下さい。
応募受付期間：随時（採択課題が予算額に達し次第終了）

８．その他
1�助成の決定通知後、活動内容および経費の変更は原則として認

められませんが、やむを得ず変更する場合は、海洋環境委員会
と事前に協議するものとします。

2�申請された事業を、他の助成と併用して進めることも可能です
が、その場合は併用する助成制度（申請中のものを含む）につい
ても記載してください。他の助成制度からの併用の承諾取得

学会記事 ①

2015年度「日本海洋学会青い海助成事業」募集要領	
会長　日比谷 紀之

あり、私がいつもお話し相手にならせていただきました。私では力

不足だったのですが、嫌な顔ひとつせずに、「岸さん」って顔と名

前も覚えていてくださって、昔話に花を咲かせておりました。そし

て海洋学会にボランティアでお金を出してくださる企業がなくなっ

てしまったこと、これは企業がけちになったためだけではなく、学

会に寄付をしても免税にならないことも大きいことなど、学会の財

務問題については、私も昔、会社を経営していたこともあって、い

ろいろ会話が進んだことも記憶に新しいです。岩宮さんは、損得抜

きで本当に学会のことを我が子のように心配してくださっていまし

た。お墓参りに行かねば…ご冥福をお祈りします。
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は、申請者の責任において行ってください。

９．申込・問い合わせ先
〒 100-0003　東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル 9F

（株）毎日学術フォーラム内　日本海洋学会事務局
E-mail：jos@mynavi.jp

2015 年度「日本海洋学会青い海助成事業」　申請書記入事項
●申請する活動の名称：

例「○○湾における□□問題に関する研究集会の開催」
「○○海岸における沿岸保全フィールド調査に関する市民講座」
など

●活動期間
採択された日から 2016 年 2 月末日・2017 年 2 月末日まで（い
ずれかを消して下さい）
　※ �実施期間が 2016 年 2 月末日を超える場合、理由を記入し

て下さい。

●申請代表者情報
氏名：
所属・身分：
連絡先（住所・電話番号・E-mail アドレス）：
　※ �申請代表者が海洋学会会員でない場合は、窓口となること

が可能な会員の情報を上記に準じてご記入下さい。
●団体情報（団体での応募の場合にご記入下さい。）

団体名称・活動内容・活動歴など（ただし、パンフレット等詳細
がわかる資料の提出で代える事ができます）

●�当該申請活動の具体的な内容（目的、活動やシンポジウム等の概
要、参加予定対象者や数などを 500－1,000 文字程度）：

●�当該活動に関連するこれまでの実績があれば記入して下さい（書
式は定めません）

●経費の内訳（会議費、印刷代、消耗品など）：
●�当該事業の推進にあたり、併用する可能性のある資金があれば記

入してください

日　時：2015 年 3 月 23 日 13：00 ～15：00
会　場：東京海洋大学品川キャンパス白鷹館 1 階講義室
出席者：出席 92 名、委任状 233 名、計 325 名

１．開会：�集会担当幹事から学会会則 28 条の規定による定足数に
達しているとの報告があった。

２．議長選出：武岡会員を議長として選出した。

３．会長挨拶：日比谷会長

４．大会実行委員長挨拶：横山委員長

５．報告事項
1	会務報告：資料に基づき、2014 年度会員異動状況、Journal 

of Oceanography、「海の研究」、JOS ニュースレターの発行
状況が報告された。
　2015 年度秋季、2016 年度春季および秋季大会の予告、
2015 年度各賞受賞候補者の選定結果、各賞候補者選考委員
会委員の半数改選、各委員会・研究会・支部・WG の活動
状況などについて報告があった。奨励論文賞受賞対象を広
げた結果、対象論文数が 17 報に増加したこと、大会運営検
討 WG が提案をまとめて幹事会および評議員会に提出したこ
と、広報委員会ならびに海洋観測ガイドライン編集委員会を
発足したことが報告された。

2	学界関連報告：詳細は 3 月発刊の JOS ニュースレターに掲
載されている。日本学術会議では、10 月から 23 期が始まっ
た。山形会員のアルベールⅠ世メダル受賞、和田会員の日本
学士院会員就任、各種関連会議・団体の動向などが報告さ
れた。大型研究計画マスタープラン 2017 年改定に向けて、
JpGU の中で大型研究計画検討 WG が発足した。

6.　審議事項

1	2014 年度事業報告ならびに決算報告について：配布資料に
基づき説明があった。

2	2014 年度監査報告について：2014 年度の会計処理が適切に
行われていたことを確認した旨報告があった。監査報告を踏
まえ、2014 年度事業報告、決算報告、監査報告を承認した。

3	2015 年度事業計画ならびに予算案について：配布資料に基
づき説明があった後、原案が承認された。

７．その他
植松前学会長から会員への挨拶があった。また、2015 年の

G7 会合において、海洋に関する声明文が各国首脳に手交される
ことが紹介された。

岡幹事から、春季大会期間中にサッカー大会を開催したことが
報告された。今後も継続する予定。

感謝状贈呈式
海洋未来技術研究会の 4 社へ感謝状を贈呈した。

2015 年度　日本海洋学会各賞授賞式
1．日本海洋学会賞：大島慶一郎会員に授与した。
2．�日本海洋学会岡田賞：佐々木克徳会員および田中泰章会員

に授与した。
3．�日本海洋学会宇田賞：深澤理郎会員に授与したあと、同会

員より挨拶があった。
4．�日本海洋学会日高論文賞：小林大洋会員および橋濱史典会

員に授与した。
5．�日本海洋学会奨励論文賞：阿部泰人会員および干場康博会

員に授与した。
6．�日本海洋学会環境科学賞：野村英明会員に授与したあと、

同会員より挨拶があった。

学会記事 ②

2015年度　日本海洋学会 通常総会 議事録	
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収入の部� 単位：円

科　目 予算額 A 決算額 B 差引額 B - A 摘　要
1. 会費収入 17,622,800 17,611,040 -11,760 *2014 年度予算の会員数

通常会員会費 13,563,000 13,683,500 120,500 	 1370 人 / 納入率	 91%
通常会員会費（シニア） 561,600 600,000 38,400 	 78 人 / 納入率	 96%
学生会員会費 1,123,200 965,540 -157,660 	 208 人 / 納入率	 77%
賛助会員会費 800,000 800,000 0 	 20 人 / 納入率	 100%
団体会員会費 1,560,000 1,344,000 -216,000 	 65 人 / 納入率	 82%
特別会員会費 15,000 12,000 -3,000 	 5 人 / 納入率	 80%
終身会員会費 0 206,000 206,000

2. 事業収入 1,203,000 1,345,333 142,333
広告収入 200,000 447,000 247,000 *NL 掲載広告、名簿広告（30 万）
会誌売上収入 968,000 857,333 -110,667
刊行物売上収入 35,000 21,000 -14,000 * 春季 4、秋季 2
JO 掲載料 0 20,000 20,000 *1 件

3. 積立金 786,000 258,359 -527,641
環境科学研究助成 786,000 258,359 -527,641

4. 雑収入 370,000 1,100,684 730,684
受入利息 20,000 2,864 -17,136
著作権料 350,000 862,937 512,937 *Springer 印税含む（50 万）
その他 0 234,883 234,883 * 海の研究戻り金 15 万円、若手助成戻り 2件

5. 寄附金 800,000 6,942,937 6,142,937
海洋未来技術研究会 400,000 729,066 329,066 * 解散寄付金 329,066 円含む
日本海洋科学振興財団 200,000 200,000 0
海ロマン 21 200,000 200,000 0
大会開催戻り金 0 5,813,871 5,813,871 *2014 年春季 310 万、2014 年秋季 271 万

6. 学会基本金
　から一時繰入

0 0 0

小　計 20,781,800 27,258,353 6,476,553
前期繰越金 4,426,530 4,426,530 0

合　計 25,208,330 31,684,883 6,476,553

支出の部� 単位：円

科　目 予算額 A 決算額 B 差引額 B - A 摘　要
1. 管理費 9,080,000 9,354,715 274,715

業務委託費 6,600,000 6,761,064 161,064 *2014 年 2 月～2015 年 1月分（12 ヶ月分）
会議費 360,000 399,434 39,434
旅費交通費 620,000 777,935 157,935
通信運搬費 450,000 376,240 -73,760
消耗品費 450,000 503,286 53,286 * コピー代、封筒制作費等
雑費 600,000 536,756 -63,244

2. 事業費 15,586,538 16,571,826 985,288
大会開催費 800,000 2,800,000 2,000,000 *2014 年春季 40 万・秋季 140 万、2015 春季

100 万
海洋環境問題研究会 100,000 100,000 0
教育問題研究会 100,000 100,000 0
JO 発行経費 6,267,200 6,240,500 -26,700 *6 回分、編集委員会費を含む
海の研究発行経費 1,590,000 1,598,934 8,934 *6 回分、編集委員会費を含む
JOS ニュースレター発行経費 1,520,000 1,459,968 -60,032 *4 回分
広報経費 0 62,640 62,640 * パンフレット制作費
震災対応報告書発行経費 150,000 202,000 52,000
会誌送料 1,100,000 788,630 -311,370
会員名簿発行費 1,630,000 1,463,278 -166,722 * 会員名簿制作費
送金手数料費 55,000 54,555 -445
学会賞金 900,000 900,000 0
メダル製作費 10,000 155,921 145,921 * 名前印字・宇田賞メダル 10 個制作費含む
若手集会助成金 300,000 300,000 0 *3 件
若手研究者海外渡航援助 404,338 280,000 -124,338 *4 名
青い海助成事業 600,000 0 -600,000 * 助成対象なし
日本地球惑星科学連合会費 10,000 10,000 0
地学オリンピック協賛金 50,000 50,000 0
公開コロキウム会場費 0 5,400 5,400

3. 予備費 541,792 0 -541,792
小　計 25,208,330 25,926,541 718,211

次期繰越金 0 5,758,342 5,758,342
合　計 25,208,330 31,684,883 6,476,553

日本海洋学会 2014年度 決算報告
（2014 年 4 月 1 日～ 2015 年 3 月 31 日）
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日本海洋学会 2015年度 予算案
（2015 年 4 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日）

収入の部� 単位：円

科　目 2014年度
予算額A

2015年度
予算額B

差引増減額
B‒A 備　考

1. 会費収入 17,622,800 17,105,300 -517,500 
　通常会員会費 13,563,000 13,038,300 -524,700 年会費	 11,000 	 会員	 1,317 名	 納入率  90%
　通常会員会費（シニア） 561,600 727,200 165,600 年会費	 8,000 	 会員	 101 名	 納入率  90%
　学生会員会費 1,123,200 1,036,800 -86,400 年会費	 6,000 	 会員	 192 名	 納入率  90%
　賛助会員会費 800,000 800,000 0 年会費	 40,000 	 会員	 20 名	 納入率100%
　団体会員会費 1,560,000 1,488,000 -72,000 年会費	 24,000 	 会員	 62 名	 納入率100%
　特別会員会費 15,000 15,000 0 年会費	 3,000 	 会員	 ５ 名	 納入率100%
2. 事業収入 1,203,000 1,783,000 580,000 
　広告収入 200,000 147,000 -53,000 NL４回、２社
　会誌売上収入 968,000 821,000 -147,000 JO	 20,000×12	=240,000 

海の研究	 9,000×19	=171,000 
セット	 25,000×16	=400,000 
バックナンバー		 =10,000 

　刊行物売上収入 35,000 35,000 0 名簿	 5,000×0	=0 
要旨集	 3,500×10	=35,000 

　JO掲載料 0 780,000 780,000 
3. 積立金 786,000 829,320 43,320 
　環境科学研究助成 786,000 829,320 43,320 積立金より（助成金2件60万、環境科学賞副賞10万、委員会費含む）
4. 雑収入 370,000 870,000 500,000 
　受入利息 20,000 20,000 0 学会基本金等利息
　著作権料 350,000 850,000 500,000 Springer 印税含む（50万）
5. 寄付金 800,000 300,000 -500,000 
　寄付金 800,000 300,000 -500,000 海ロマン21	 100,000 

日本海洋科学振興財団	 200,000 
小　計 20,781,800 20,887,620 105,820 

6. 前期繰越金 4,426,530 5,758,342 1,331,812 
合　計 25,208,330 26,645,962 1,437,632 

支出の部� 単位：円

科　目 2014年度
予算額A

2015年度
予算額B

差引増減額
B‒A 備　考

1. 管理費 9,080,000 9,040,000 -40,000 
　業務委託費 6,600,000 6,700,000 100,000 
　会議費 360,000 370,000 10,000 評議員会、賞委員会他
　旅費交通費 620,000 620,000 0 諸会合旅費
　通信運搬費 450,000 400,000 -50,000 通常郵便料、ML維持費
　消耗品費 450,000 450,000 0 コピー、封筒他
　雑費 600,000 500,000 -100,000 入金手数料
2. 事業費 15,586,538 15,707,644 121,106 
　大会開催費 800,000 2,000,000 1,200,000 2015年度秋・2016年度春開催
　海洋環境問題研究会 100,000 100,000 0 
　教育問題研究会 100,000 100,000 0 
　JO発行経費 6,267,200 6,267,200 0 
　海の研究発行経費 1,590,000 1,590,000 0 
　JOSニュースレター発行経費 1,520,000 1,520,000 0 4回分
　広報経費 0 150,000 150,000 
　震災対応報告書発行経費 150,000 0 -150,000 団体・賛助等年6回、その他会員NL発送年4回、メール便廃止のため5割増
　会誌送料 1,100,000 1,185,000 85,000 
　会員名簿発行費 1,630,000 160,000 -1,470,000 異動者リスト
　送金手数料費 55,000 55,000 0 
　学会賞金 900,000 900,000 0 
　メダル製作費 10,000 417,160 407,160 受賞者名刻印、メダル追加発注26個
　若手集会助成金 300,000 300,000 0 
　若手研究者海外渡航援助 404,338 303,284 -101,054 
　青い海助成事業 600,000 600,000 0 
　日本地球惑星科学連合会費 10,000 10,000 0 
　地学オリンピック協賛金 50,000 50,000 0 

小　計 24,666,538 24,747,644 81,106 
3. 予備費 541,792 1,898,318 1,356,526 

合　計 25,208,330 26,645,962 1,437,632 

１．一般会計
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編集後記
お気づきでしょうか？　今号から JOSNL の広告主として㈱鶴見

精機様が戻ってきてくれました。編集委員長として厚く御礼申し上
げます。

先号は詰めに詰めていただいたので、編集後記は書かずに済んだ
のですが、今号は予定していた連載の記事も届かず、巻頭記事もぎ
りぎりまで決まらず、道田さんに無理をお願いして書いていただい
たのですが、都合よくページが埋まるわけもなく、編集後記を書く
こととしました。最近は、評価書とか申請書とかを書かされ続けて
いるので、自由にキーボードを叩ける文書は楽しい作業であり、苦
ではないのですが、数時間以内に書きあげ、編集委員に送りたいの
で、読みづらい部分も多々あると想像しますが、ご容赦ください。

さて、気象神社というものが私の住む東京都杉並区高円寺ある。
多分、日本で唯一の気象に関する神社であろう。研究航海の乗船前
には安航を祈願しにお参りすることをここ数年の習慣にしている。
効くとも言えないし効かないとも言えない。単なる習慣である。境
内の絵馬を眺めてみると、運動会や町おこしイベントなど野外イベ
ントでの晴天祈願が多い。何故、こんなものがあるのかというと、
やはりそれなりの歴史がある。昔、中野から高円寺にかけての JR
中央線の北側は陸軍の用地であった。もっと昔、江戸時代には 30

万坪のお犬屋敷があったことでも有名である。桶狭間の戦いや三国
志の赤壁の戦いなどの例を出すまでもなく、気象はある局面におい
ては軍事的な勝敗を分ける重要な要素であったため、陸軍と海軍と
の間で綱引きはあったものの、結果としては陸軍に気象部隊が設け
られ（昭和 13 年）、海軍では水路部が気象観測にあたった。そし
て最後は神頼みということか、気象部隊の敷地に神社が設けられた
ようだ（昭和 19 年）。戦後、軍が解体され、気象部隊敷地内の気
象神社は、高円寺駅の南側にあった氷川神社境内末社として祀られ
て現在に至っている。気象部隊跡地には気象研究所の前身、中央
気象台研究部が創立し（昭和 21 年）、昭和 31 年に中央気象台が気
象庁へ昇格したことに伴い気象研究所となった。昭和 55 年に気象
研究所はつくばへ移転したので、高円寺にあった気象研究所を知る
人々は少なくなりつつある。というわけで、小さな気象神社も海洋
学会と全く無縁というわけではなさそうである。研究航海が時化て
時化て困るという方は、一度お参りしてはいかがか？　村上春樹の
小説 1Q84 に出てくる滑り台がある公園のモデルと考えられる場
所も近い。ひょっとしたら黄白色に輝く月の横に小さな緑色の月が
見えるかもしれない。

編集　JOSNL編集委員会
委員長：津田敦　委員：小守信正、根田昌典、田中祐志
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